
	
 

様式 C-19	
 

科学研究費補助金研究成果報告書	
 

平成２３年５月１０日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：高脂血症であるシンバスタチンを培養内皮細胞に暴露すると NO の
産生増加がみられた。この NOの産生はセボフルランの存在下では抑制された。eNOS 蛋白発
現を測定したところシンバスタチンによる eNOS 蛋白発現増加はセボフルランにより

抑制されたが、eNOSmRNA 発現量は影響されなかった。スタチンの eNOS 発現増加には

転写後制御レベルでの効果が影響しており、セボフルランはこの過程を抑制すると推

察された。  
 
研究成果の概要（英文）：Exposure of cultured endothelial cells to simvastatin induced NO 
production. The increase in NO production was significantly inhibited in the presence of 
sevoflurane. Sevoflurane also inhibited increase in eNOS expression in response to 
simvastatin, but not eNOSmRNA expression. It is suggested the transcriptional 
modification of eNOS may be involved in the statin-induced activation of eNOS- 
NO signaling pathways. Sevoflurane appears to affect this process.	
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研究分野：麻酔科学 
科研費の分科・細目：外科系臨床医学・麻酔・蘇生学 
キーワード：スタチン、血管内皮細胞、一酸化窒素、揮発性麻酔薬、糖尿病 
 
１．研究開始当初の背景 
申請者の属する研究室のメインテーマは血管収
縮弛緩機構に及ぼす麻酔薬作用の機序の解明で
ある。このテーマに沿って多くの研究がおこな
われてきたが、本研究申請当時はスタチン服用
が本来のコレステロール低下作用とは関係なく、
周術期心血管イベントを低下させるとの報告が
相次いだ時期であった。このスタチンの血管作
用を解明し、麻酔薬の修飾作用を解明すること
はより安全な周術期管理を行う上で重要と考え

られた。 
 
２．研究の目的 
上述の研究背景より、動脈硬化モデルと
して自然発症型糖尿病および高血圧ラッ
トを用い、スタチンの短期的および長期
投与による内皮機能改善作用に及ぼす麻
酔薬の影響とその機序を解明することで
ある。 
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３．研究の方法 
（１）自然発症２型糖尿病ラット（OLETF:	
 Otsuka	
 

Long	
 Evans	
 Tokushima	
 Fatty	
 Rat）を用いての内

皮依存性弛緩反応に及ぼすシンバスタチンの影

響	
 

	
 

① 自然発症２型糖尿病ラット（OLETF）と対照ラ
ット(LETO)をハロタンで麻酔し、断頭致死させた。

開胸後胸部大動脈を摘出し、４℃に冷却したクレ

ブスリンゲル液の中で血管内皮を傷害しないよ

うに細心の注意を払いながら周囲の結合組織、脂

肪を除去した。幅３mmの輪状標本を作成し以下の

実験に用いた。	
 

	
 

② 標本を混合ガス（酸素95％＋炭酸ガス5％）で
飽和した37℃のクレブス液中に至適静止張力下

に懸垂し、等性張力を測定した。フェニレフリン

（10-7M）で前収縮させた標本をアセチルコリン

（10-9~10-5M）の累積投与を行い内皮依存性弛緩

反応を観察した。	
 

	
 

③ シンバスタチン（10-7~10-5M）をフェニレフリ
ンによる収縮の30分前に前処置した標本を用い

てアセチルコリンによる弛緩反応を観察した。	
 

	
 

（２）培養内皮細胞の一酸化窒素（NO）産生に
及ぼすシンバスタチンの影響 
 
① OLETF、LETOをハロタンで麻酔し、断頭
致死させる。開胸後胸部大動脈を摘出する。大
動脈標本にコラゲナーゼ type2処理を行い、内
皮細胞を回収する。FBS添加 D-MEM培地にて
培養し、第 2 継代のものを試料として用いた。 
 
② 試料を、シンバスタチン（10-5M）存在下お
よび非存在下で DAF-FM DA（NO 蛍光測定試
薬）に暴露し、共焦点顕微鏡にて蛍光強度を観
察した。 
 
（３）シンバスタチンの培養内皮細胞 NO 産生増
加に及ぼすセボフルランの作用 
 
ウシ大動脈内皮細胞（５~６継代）を用いた。
細胞を DAF-FM DA（NO 蛍光測定試薬）に暴
露し、セボフルラン 3.4％存在下あるいは非存
在下でシンバスタチン（10-６M）による蛍光強
度の変化を共焦点顕微鏡下に観察した。 
 
（４）培養内皮細胞におけるシンバスタチンの
eNOS蛋白発現量に及ぼす作用とセボフルラン
による修飾 
 
ウシ大動脈内皮細胞を対照群、シンバスタチ
ン（10-６M）に 15分間暴露した群、シンバス
タチンに加えセボフルラン 3.4％に 15分間暴

露した群の３群に分け、各群から細胞抽
出液を得た。抗 eNOS抗体を用い、
Western blottingにより、eNOS発現量
を測定した。 
 
（５）培養内皮細胞におけるシンバスタ
チンの eNOS mRNA発現に及ぼす作用
とセボフルランの影響	
 
	
 
ウシ大動脈内皮細胞を対照群、シンバス
タチン（10-６M）に 15分間暴露した群、
シンバスタチンに加えセボフルラン
3.4％に 15分間暴露した群の３群に分け
た。各細胞より High pure RNA isolation 
kit (Roche applied Science)を用いて
mRNAを抽出した。得られた mRNAよ
り Transcriptional first strand cDNA 
synthesis kit (Roche applied Science) 
を用いて cDNAを逆転写し、real time 
PCRにより eNOS mRNAを定量した。 
	
 
４．研究成果	
 
	
 
１） ACh による最大弛緩反応は OLETF
で 63±6%と LETO の 89±3%に比し減弱し
ていた（P	
 <	
 0.001）。シンバスタチン
（10-5M）は LETO の ACh 最大弛緩反応に
は有意な影響を与えなかったが（88±3%）、
OLETF では最大弛緩反応を 77±6%ま	
 で
回復させた（P	
 <	
 0.01）（図１）。シンバ
スタチンのこの作用は濃度依存性であっ
た。	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
図１：シンバスタチンの内皮依存性弛緩
反応に及ぼす影響	
 
	
 
２）LETO では Ach（10-6M）により NO
産生を示す蛍光強度の増加がみられたが、
OLETF では Ach による NO 産生の増加は
みられなかった。シンバスタチン（10-6M）
存在下では OLETF では Ach による NO産
生が回復した。シンバスタチンは LETO で
の NO 産生には影響を与えなかった（図
２）。	
 
	
 



	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
図２：Ach 惹起 NO 産生に及ぼすシンバスタチン
の影響	
 
	
 
実験１）と２）の結果より糖尿病ラットではア
セチルコリン刺激による血管内皮細胞の NO 産
生量が低下しており、これが内皮依存性弛緩反
応の低下を招来しており、シンバスタチンは低
下した NO 産生能を回復させることにより弛緩
反応を回復させたと考えられる。スタチンは正
常内皮には影響せず、糖尿病のような内皮機能
の低下した状態を回復させる作用を有すること
が示唆された。	
 
	
 
３）ウシ大動脈内皮細胞において、シンバスタ
チン（10-5M）は NO 産生量を有意に上昇させ
た。しかし、セボフルラン 3.4％存在下では NO
産生量増加は完全に抑制された（図３）。 
 
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
図３：シンバスタチンによる NO 産生増加作用と
それに及ぼすセボフルランの影響	
 
	
 
（４）培養内皮細胞においてシンバスタチン
（10-6	
 M）１５分間暴露は Western	
 blotting 法
により測定された eNOS 総蛋白量を増加させた。
セボフルラン（3.4%）存在下ではこの増加は抑
制された（図４）。	
 
また、ser1177 のリン酸化 eNOS 発現量を測定し
たところ、シンバスタチン（10-6	
 M）はリン酸化
eNOS 発現量を増加させた。セボフルラン（3.4%）
はこのリン酸化は完全に抑制された（図５）。	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 

	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
図４：総 eNOS	
 蛋白質発現に及ぼすシンバ
スタチンおよびセボフルランの効果	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
図５：リン酸化 eNOS	
 蛋白質発現に及ぼす
シンバスタチンおよびセボフルランの効果	
 
	
 
（５）培養内皮細胞においてシンバスタチ
ン（10-6	
 M）１５分間暴露は eNOS	
 mRNA の発
現量に有意差な変化を認めなかった。また、
セボフルランはeNOS	
 mRNA発現量に変化を与
えなかった(図６)。	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
図６：eNOS	
 mRNA	
 の発現量に及ぼすシンバ
スタチンおよびセボフルランの作用	
 
	
 
シンバスタチンは、総 eNOS 蛋白質、リン
酸化 eNOS 蛋白質ともに増加させたが、eNOS	
 
mRNA 量には有意差な変化を認めなかった。
臨床濃度のセボフルランは、シンバスタチン
によるeNOS蛋白質量とNO産生量増加を抑制
した。	
 
スタチン急性投与の NO 産生量増加の機序
として、eNOS 転写後の段階での作用が示唆
され、セボフルランはこれらの過程を抑制し
ている可能性がある。	
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